






考察 

 久山地域の一年令での家族構成,育児と発達の関係について諸因子分析を試みたが正常

発達群においては有意差のある因子はなかった。しかし socio-economical な因子,親子関

係などさらに一歩進んで調べる必要があると思われる。また幼児期のことばの遅れの頻度

は数%といわれるが今回 105 名中に該当者はなく,さらに対象の数をより多くとる必要もあ

ると思われた。Rutter は家族構成員の大きさと年長の幼児の語いテストが言語性 IQ は関

連が強く多人数の家族の子どもほど言語の発達は悪いと述べている。本研究も家族構成人

数が小さい方が語い指数が高い,また同胞数と3才児の発達についても1人っ子が良好であ

ったが,いずれも有意差はなかった。また発語や歩行開始と同胞数や育児環境の関連は見い

出し得なかった。しかし発語と歩行開始間には関連がみられた。これはある程度乳児期の

発達が生物学的な発達の個人差によることを示しているのかもしれない。久山町は育児環

境が類似し調査に適していると思われる。今後,対象数をより多くとり諸因子を分析してい

きたい。 


